
 

【拡大研究会 No.1】 Merge から MERGE へ 

［日時］2018 年 4 月 28 日（土）・29 日（日）13:00-18:30 

［会場］慶應義塾大学三田キャンパス北館３階大会議室 

   *参加費無料・事前申込不要 (会場にて参加者カードへの記入が必要となります) 

人間の言語知識を理解しようとするミニマリストプログラムの試み（Chomsky 1995）では、

その最小限の構成要因と目される Merge をめぐって、新たな議論が展開されつつありま

す。今年度は拡大研究会を複数回企画して、最前線の議論において何が問題となり今後

どのようなことを考えるべきかについて、できるだけ深いレベルで理解することを目指しま

す。この拡大研究会を開催する一番の目的は、参加者の皆さん同士で活発に議論するこ

とです。講師の先生方には取り上げる文献の内容について整理していただきますが、それ

を聞くだけではなく、皆さん自身が文献を読んで疑問に思ったことや発展の方向性として思

いついたことなどをお互いに検討しあうことを通じて、新たな理論の展開を主体的に追及し

ていきたいと思います。拡大研究会 No.1 では、Chomsky の最近の著作のうち以下を取

り上げます。 
 
 講師：小町 将之（静岡大学准教授）、瀧田 健介（明海大学准教授） 
 

 コメンテーター：内堀 朝子（日本大学教授）、北原久嗣（慶應義塾大学教授） 
 
第一日目は Chomsky 2015, 2016, 2017 について、第二日目は Chomsky et al. 2017 に

ついて、それぞれの論文にできるだけ沿う形で議論をすすめます。 
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